
(月)

21 -1st- 17
15 -2nd- 20
10 -3rd- 21
27 -4th- 30

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 2 0 1 0 1 1 1 4 ＊ 16 1 4 5 2 6 1

5 0 0 0 0 0 3 0 5 5 0 2 1 0 4 0

6 ＊ 13 0 6 1 3 6 2 6 11 1 4 0 2 3 4

7 ＊ 22 4 4 2 0 9 1 7 ＊ 2 0 1 0 2 2 1

8 ＊ 12 0 6 0 5 4 1 8 - - - - - - -

9 6 0 3 0 1 0 1 9 ＊ 13 1 3 4 0 0 1

10 0 0 0 0 0 0 0 10 ＊ 13 0 6 1 1 6 2

11 ＊ 0 0 0 0 2 3 1 11 0 0 0 0 0 1 0

12 - - - - - - - 12 10 0 4 2 1 2 0

13 9 1 3 0 3 0 1 13 6 0 2 2 0 3 1

14 ＊ 9 1 3 0 5 8 3 14 ＊ 12 0 5 2 0 5 6

0 0

73 6 26 3 20 34 11 88 3 31 17 8 32 16

OT1 OT2 OT1 OT2

16:30 19:37 24:20 33:35 36:50 － － 06:12 － － － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

立ち上がり両者マンツーマンでゲーム開始。両チーム共に、外角シュートや相手のパスミスから速攻で加点、残り１分にアンスポーツ
マンライクファーウルで秋田＃９がフリースローを得たが決まらない。その後秋田のスローインで＃６の３Ｐが決まり１８－１５と３点差と
なる。１Ｑを２１－１７と宮崎が４点リードして終了。
２Ｑ、宮崎の＃８の巧みなドライブイン、＃７から＃１４の絶妙なパス、＃７の３Ｐと得点を重ねる。しかし、秋田も＃５のジャンプシュー
ト、＃１３のランニングシュートや３Ｐ、＃１０のジャンプシュートで追い上げる。互いに激しいプレーの応酬で、一進一退の攻防となる。
前半は３６－３７と秋田がリードして折り返す。
　後半、秋田は＃９の３Ｐや＃１２の２Ｐや確実なフリースローで得点を重ね、徐々に宮崎を引き離しにかかる。対する宮崎は途中４分
間ほど無得点が続き、１０点差とされる。秋田は＃１４の連続シュートで得点。宮崎は引き離されまいと粘るが、４６－５８と秋田リードで
３Ｑを終了した。
最終４Ｑ。秋田は、相手のプレーシャーを振り切り、＃１４、＃１０のシュート、さらにファウル得たフリースローを着実に決め、最後は７
３－８８で秋田が勝利した。宮崎もディフェンスで粘り、＃１３の２Ｐや＃７の３Ｐで追いあげたが、ファウルが重み、追い上げきれなかっ
た。

記載責任者 川瀬　ちさ紀 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 丸岡　英文 Coach 柿崎　智弥

寺原　庸太 髙橋　純

一宮　孝博 菅　佑喜

月野　功大 工藤　紘介

池田　耕士 根岸　城二

佐藤　大介 佐藤　哲朗

猪崎　大輔 佐藤　光

寺原　拓史 一戸　祐也

TEAM A 宮崎 TEAM B

吉村　克佑(C) 土崎　貴宏

高橋　昌史 畠山　純也

村田　雄一郎 若月　徹

秋田

選手名 選手名

北郷　謙二郎 石橋　拓(C)

○ Team B

73 88

Team A ●

宮崎 秋田

2012年10月1日 主審：

開始時間： 11:45 副審：

成年男子3回戦

森元　隆之

安ヵ川　剛士

開催場所： 飛騨高山ビッグアリーナ

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 1C2

試合区分：

開催期日：
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宮崎 秋田 
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